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平成２５年度 ３学期始業式 式辞 

 

� 新年明けましておめでとうございます。校長の牧野です。 

� いよいよ平成 26 年の歳が明けました。皆それぞれに希望を胸に新しい年を迎えたことと思います。 

� 新年を迎えるにあたって、今日は二つの話をしたいと思います。 

� 私は、このお正月休みを利用して、家族で映画「永遠のゼロ」を観てきました。 

� 原作者の百田尚樹氏は、私と同い年で、大阪府出身。テレビで人気番組の「探偵ナイトスクープ」

など数多くの番組を手掛ける放送作家です。 

� 一方、５０歳になったのを機に、小説家になることを志し、７年前に「永遠のゼロ」を発表し、関

連本を含め４００万部を突破するなど日本を代表するベストセラー作家としての地位を確立するま

でに至りました。 

� さて、今回「永遠のゼロ」が映画化され、話題になっています。 

� 主演の岡田准一が格好良かったのは、さておき、「想いをつないでいく」というテーマで、誰が観て

も「愛」を感じる事が出来る生命力溢れる作品で、何度も泪を流してしまいました。 

� 臆病者と呼ばれながらも「この空を生き抜いて必ず還ってくる」と妻と娘に誓った約束。 

� そんな男が何故、特攻隊を選んだのか。やがて主人公の最期を知る人物にたどりついていけば、衝

撃の真実が隠されていた・・・後は観てのお楽しみ。 

� さて、私が感動したのは、岡田准一扮する主人公がその役柄を見事に演じ切り、当たり前に今生活

していることに「感謝の想い」をもたせて、観る人を感動させ、観終わったあとにいろいろなこと

を考えさせてくれる点にあります。 

� 原作者の百田氏は、「自分が今生きていることの素晴らしさ」に気づいてもらいたいと語っています。 

� 「自分の人生は、自分一人だけのものではないんだ」と、「誰のために生きているのか」「何のため

に生きているのか」これを改めて知ってもらいたいとも語っています。 

� 例えば、仕事や勉強に疲れて、辛いことがあっても、ちゃんと家に帰れる。すると家族の顔を見ら

れる。このことがどれほどまでに恵まれた幸せなことか、そのことだけを望んで生きてきて、それ

を叶えられなかった男だった訳ですから。 

� 是非、機会があれば、観てください。また、原作本も読んでみてください。 

� 二つ目に、今年も干支にまつわるお話をしたいと思います。 

� 今年の干支は午（うま）ですが、十干の最初の「甲」と、十二支で７番目の「午」を組み合わせた

「甲午（きのえうま）」という歳になります。 

� 「甲」は、甲骨文の字形では十字形になっていて、亀甲の裂けている形に象っています。 

� 十二支の順番で、一番最初にもってこられています。 

� ちなみに、甲子園球場の名前の由来が、「甲子」の歳に出来た野球の園からきていることはご存じで

したか？ 

� 「午」は、杵形の器の形で、祭祀の際に邪悪を祓うために用いられました。 

� 本校の玄関に、美術部の１年生が造ってくれた「巨大絵馬」があるのはご存知でしょうか？ 

� その絵馬には、１０頭の可愛らしい馬の絵と「愚公移山」という言葉が堪亭流の文字で見事に描か

れてあります。 
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� 「愚公、山を移す」という言葉は、漢文の教科書には必ずと言っていいほど載っている有名な語句

です。これは『列子』という書物にあり、「昔、愚公という老人が自分の家の前にある山を不便に

思って、子や孫の代までの長い年月をかけて、他へ山を移そうと努力した」という故事です。 

� 意味は、「「「「根気よく努力し続ければ、ついには成功する」というたとえです。 

� よく似たことわざ等には、「雨だれ石をも穿つ」や「ローマは１日にしてならず」等があります。 

� 「途中であきらめずに最後までやり通すということが如何に大事であるか」ということです。 

� たとえ苦しくても、耐え続ける中に、真実は光ってくるものです。 

� ただ、耐え忍びの時は、心を強くし、平凡でもいいからコツコツと努力を続けることです。 

� 「努力は決して裏切らない」という言葉も、今まで何度も皆さんにしてきましたね。 

� 「よく伸びるバネほど、よく縮む」と言います。高く遠く飛ぶためには、十分に身をかがめて、一・

二・の三でジャンプすることが大事です。 

� 皆さんも成長する前には、まず力を溜めなくてはなりません。 

� 特に三年生は、センター試験・一般入試を控え、辛い時期・冬の時代かもしれませんが、今まさに

力を溜める正念場です。 

� 秋になって、木の葉が散るのは、もの哀しいですが、それは終わりを意味するものではありません。 

� 一旦、ゼロになったように見えても、来春の木の芽が静かに潜んでいるのです。 

� 見えない生命が、周到な準備をしているのです。 

� だから、たとえ苦しくても弱音を吐かないで、次の飛躍のチャンスに向けて力を溜め続けてくださ

い。 

� 十分な力が溜まってきたら、ゴールめがけて一気に駈け出してください。今年はウマ歳だけに、色々

なことに挑戦して、この１年を駆け抜けていきましょう。 

 

 


